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研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

 ・昨年度の奨励研究によって腸内細菌叢と発泡スチロールの分解に密接な関係がある可能性が浮

上した。また特に乳酸菌において大きな変化が見られた。そこで本研究では発泡スチロールの分

解と乳酸菌の関係を調べた。ペトリフィルムを使用し、コロニー数をカウントして定量的に判断

することを目標としている。                                      

・発泡スチロールの消化と乳酸菌の増加には密接な関係があることが、実験によって確認さてい

るため、単離することによって酵素の特定に貢献することが可能であると考えた。本研究では液

体培養地による培養の後、固体培地によるコロニーの観察を想定している。具体的には液体培地

内での増殖が確認された後、固体培地に塗布してコロニーの確認を行い、発泡スチロールを消化

する菌の単離とその種の特定を進める。本実験は、汲川栄作の研究を参考にしている。                         

 

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

・乳酸菌のコロニー数を表 1より確認してみる。すると、発泡スチロールを食べたミルワームの方

がパン粉を食べたミルワームよりも明らかに多くの乳酸菌のコロニーが確認された。統計的に t-

検定（Welch’s t-test）を使用し乳酸菌のコロニーの増減を確認すると、発泡スチロールを食べ

たミルワームの糞はパン粉を食べたミルワームの糞よりも乳酸菌のコロニー数が増加していると

確認された。これにより、ミルワームが発泡スチロールを消化することと乳酸菌の関係が密接であ

ることが明らかとなった。                                 

・スチレンモノマー入りの液体培地の白濁し、コロニーが出現した。よってスチレンモノマーを炭

素源として利用できる腸内細菌がミルワームの腸内に生息していることが確認された。また、これ

らの細菌が発泡スチロールを消化できる可能性が高いと考えられる。              
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研究成果写真      ： 

（研究過程がわかる写真や、研究結果がわかる写真などを数点貼り付けてください） 
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図１. ペトリフィルム上の乳酸菌コロニー数の分散 

 

図 2 スチレンモノマーが入っておらず増殖が確認できないコントロールの液体培地（左）とスチレ

ンモノマー入りの白く濁った液体培地(右) 

図 3. コントロールの液体培地をまいた固

体培地のイメージ 

図 4. 白く濁った液体培地をまいた固体培

地のイメージ 

 


